口蹄疫等防疫支援に関する協定書
　福岡県　　家畜保健衛生所（以下「甲」という。）と口蹄疫等防疫支援業務を実施するもの（以下「乙」という。）は、次のとおり協定を締結する。
　（目的）
第１条　本協定は、口蹄疫、高病原性鳥インフルエンザ、低病原性鳥インフルエンザ、豚熱、アフリカ豚熱、牛疫及び牛肺疫（以下「口蹄疫等」という。）が発生した場合に、速やかに初動防疫作業を完了することを目的とする。
　（対象業務）
第２条　甲が乙に支援を要請する業務は、次の各号に掲げるとおりとする。
（１）処分家畜を埋却するための埋却溝掘削及び不浸透性シートでの被覆
（２）埋却する処分家畜等の集積・積込み・運搬、埋却溝への投入及び埋戻し、消石灰の散布
（３）その他甲が必要と認める業務
　（協定の期間）
第３条　この協定の適用期間は、協定を締結した日から翌年６月１５日までとする。
（要請）

第４条　甲は、必要があると認めたときは、乙に「口蹄疫等防疫支援業務」を要請することができる。

（指示）

第５条　甲が乙に「口蹄疫等防疫支援業務」を要請するときは、業務の内容を指示するものとする。書面による指示が不可能な場合は、電話等の通信手段によることができる。

　（業務の実施）
第６条　乙は、第４条の規定による要請を受けたときは、最優先で「口蹄疫等防疫支援業務」を行うものとする。また、業務完了後は完了報告書を甲に提出しなければならない。
２　甲は、前項の完了報告書を確認の上、検査を行う。
　（緊急支援業務の対価）              
第７条　乙は、この協定に基づく施行実績にかかる工事費以外の対価を求めることはできない。
　（協議）
第８条　本協定に定めのない事項で、必要となった事項は、甲乙協議のうえ定める。
　この協定を証するため、本書２通を作成し、２者記名押印の上、各自その１通を保管する。
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